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学習スタイル（傾向）






















	ノールズ（1980）
子供の学習理論（　　　　　　　　　）⇔成人学習理論（　　　　　　　　　　）

・学習者の概念：人間が成長するにつれて，依存的状態から自己決定性が増大していくのは自然なことである。もちろん，個人差や生活状況による差はみられるが。教師は，この変化を促進し，高めるという責任をもつ。成人は，特定の過渡的状況では，依存的であるかもしれないが，一般的には， 自己決定的でありたいという深い心理的ニーズをもっている。


・学習者の経験の役割：人間は，成長・発達するにつれて，経験の貯えを蓄積するようになるが，これは，自分自身および他者にとってのいっそう豊かな学習資源となるのである。さらに，人びとは，受動的に受け取った学習よりも，経験から得た学習によりいっそうの意味を付与する。それゆえ，教育における基本的技法は，経験的手法である。実験室での実験，討論，問題解決事例学習， シミュレーション法，フィールド経験など。


・学習へのレディネス：現実生活の課題や問題によりうまく対処しうる学習の必要性を実感したときに，人びとは何かを学習しようとする。教育者は，学習者が自らの「知への欲求」を発見するための条件をつくり，そのための道具や手法を提供する資任をもつ。また，学習プログラムは，生活への応用という点から組み立てられ，学習者の学習へのレディネスにそって，順序づけられるべきである。


・学習への方向づけ：学習者は，教育を，自分の生活上の可能性を十分開くような力を高めていくプロセスとしてみる。彼らは，今日得たあらゆる知識や技能を，明日をより効果的に生きるために応用できるよう望む。それゆえ，学習経験は，能力開発の観点から組織化されるべきである。人びとは，学習への方向づけにおいて，課題達成中心的である。


多重知能理論による知能（ガードナー，1999）
1．言語的知能：言語を効果的に活用する能力のことです。この知能を重点的に活用する人は，話しことばや書きことばの意味，リズム，影響などに強い興味を持ちます。
2．論理・数学的知能：判断したり，計算したり，ものごとを論理的，体系的，分析的に考え抜く能力のことです。さまざまな事柄や活動の間のつながりを見つけたり，理解したりする能力も含まれます。
3．視覚・空間的知能：空間，色，および形状に関して創造的に考える能力です。三次元的に考えたり，創造的なかたちに変換したりする能力も含まれます。
4．身体・運動的知能：ものを作ったり，物理的に関係がある問題を解決したりすることに関係するものです。自分自身の能力を確認したり，他者と競ったり（たとえばスポーツなどにおいて）することも含まれます。
5．対人的知能：他者の動機や行動を理解する能力のことです。この能力は他者と上手に関わったり，他者が可能性を伸ばすのを助けたりすることに応用することができます。
6．音楽的知能：音楽を演奏したり，理解したりする能力を持っていたり，あるいは音楽のパターン，音，およびその他の音声によるコミュニケーションの意味に敏感だったりすることです。
7．内省的知能：あるがままの自分を分析したり，自分を振り返ったりする能力に関係するものです。自分自身が達成したことの評価，自分の行動，動機，および心の奥に秘めた感情の振り返りも含まれます。
8．博物的知能：自然界の要素や人工物の種類を認識し分類する能力です。この知能に依存しがちな人は，環境問題に関心を持ち，積極的に関わろうとします。


効果的な学習方略
1． オーディオテープ：

2． フリーフォール思考：

3． ケーススタディ：

4． コンセプトマップ（概念地図）：

5． エコロジーチェック：

6． フィッシュボーンダイアグラム：

7． 動きながら学ぶ：

8． 個人的なつながりを作る：

9． 音楽と学習：

10． スタディバディ：

11． スタディグループ：

12． 教えて学ぶ：

13． ビジュアルメモ：

14． ボイスメモ：

15．5W1H思考法：
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．言語的知能


：


言語を効果的に活用する能力のことです。この知能を重点的に活用する人は，話しことば


や書きことばの意味，リズム，影響などに強い興味を持ちます。
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論理・数学的知能


：


判断したり，計算したり，ものごとを論理的，体系的，分析的に考え抜く能力のこ


とです。さまざまな事柄や活動の間のつながりを見つけたり，理解したりする能力も含まれます。
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．視覚・空間的知能


：


空間，色，および形状に関して創造的に考える能力です。三次元的に考えたり，創


造的なかたちに変換したりする能力も含まれます。
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身体・運動的知能


：


ものを作ったり，物理的に関係がある問題を解決したりすることに関係するもので


す。自分自身の能力を確認したり，他者と競ったり（たとえばスポーツなどにおいて）することも含まれ
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対人的知能


：


他者の動機や行動を理解する能力のことです。この能力は他者と上手に関わったり，他者


が可能性を伸ばすのを助けたりすることに応用することができます。
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音楽的知能


：


音楽を演奏したり，理解したりする能力を持っていたり，あるいは音楽のパターン，音，


およびその他の音声によるコミュニケーションの意味に敏感だったりすることです。
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．内省的知能


：


あるがままの自分を分析したり，自分を振り返ったりする能力に関係するものです。自分


自身が達成したことの評価，自分の行動，動機，および心の奥に秘めた感情の振り返りも含まれます。
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博物的知能


：


自然界の要素や人工物の種類を認識し分類する能力です。この知能に依存しがちな人は，


環境問題に関心を持ち，積極的に関わろうとします。
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